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新
市
民
会
館
計
画
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 

問 

合
併
特
例
債
使
用
期
限
５

年
延
長
は
予
期
さ
れ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
新
市
民
会
館
計
画
を

急
ぎ
推
し
進
め
た
が
、
正
式
決

定
に
伴
い
市
民
の
厳
し
い
反
応

に
真
摯
に
向
き
合
う
べ
き
だ
が

市
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
。 

答 

用
地
取
得
費
の
増
に
よ
る

建
設
費
用
圧
迫
の
こ
と
、
合
併

特
例
債
の
期
間
延
長
が
な
さ
れ

た
こ
と
、
更
に
は
新
た
な
地
震

津
波
に
関
す
る
情
報
な
ど
も
考

え
併
せ
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を

十
分
に
考
慮
し
つ
つ
も
、
取
り

巻
く
新
た
な
要
因
、
様
々
な
状

況
の
変
化
等
に
も
真
摯
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
慮
致
し
て
お
り
、
新
市

民
会
館
整
備
の
進
捗
に
つ
い
て

は
、
今
し
ば
ら
く
お
時
間
を
頂

い
て
、
慎
重
に
判
断
し
て
参
り

ま
す
。 

コ
メ
ン
ト 

市
民
の
声
に
耳
を

傾
け
た
と
言
う
よ
り
、
他
の
事

情
に
よ
る
変
更
。
今
後
の
説
明

責
任
の
徹
底
を
。 

問 

２
４
年
度
当
初
の
市
民
会

館
に
係
る
予
算
（
設
計
委
託
、

測
量
、
地
質
調
査
、
土
地
購
入

な
ど
）
を
現
在
ど
の
く
ら
い
使

っ
た
の
か
。 

答 

委
員
報
酬
が
５
万
円
、
動

産
鑑
定
が
十
五
万
円
、
（
仮
称
）

鴨
川
市
市
民
会
館
管
理
運
営
計

画
策
定
等
支
援
業
務
の
平
成
２

４
年
度
支
払
い
限
度
額
が
約
６

０
５
万
円
、
合
計
で
六
二
五
万

円
程
度
で
す
。 

問 

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

鴨
川
市
２
３
年
度
決
算
も
大
幅

な
歳
入
減
と
な
っ
た
。
特
例
債

期
間
延
長
の
確
定
で
５
年
間
猶

予
が
で
き
た
。
市
民
会
館
以
上

に
特
例
債
を
使
っ
て
な
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
か
も
検
討
す
べ
き

だ
。
①
特
例
債
延
長
の
趣
旨
が

津
波
等
対
策
強
化
で
あ
る
な
ら

ば
、
天
津
の
み
な
ら
ず
鴨
小
な

ど
の
高
台
移
転
と
か
、
②
海
沿

い
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
避

難
も
で
き
る
公
的
な
施
設
を
作

る
と
か
、
③
企
業
立
地
の
た
め

に
空
き
校
舎
な
ど
を
整
備
す
る

と
か
、
色
々
な
目
的
・
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。
今
か
ら
で
も
リ

セ
ッ
ト
し
て
、
市
民
会
館
建
替

え
そ
の
も
の
に
つ
い
て
他
と
の

優
先
度
か
ら
民
意
を
問
い
な
お

す
べ
き
で
あ
る 

答 

市
民
会
館
建
替
え
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
白
紙
に
は
し
ま

せ
ん
。
新
た
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。 

市
を
挙
げ
て
の
産
業
振
興
と
農

業
６
次
化
予
算
獲
得
に
つ
い
て 

問 

企
業
立
地
の
た
め
、
固
定

資
産
税
相
当
額
を
５
年
間
補
助

や
雇
用
促
進
奨
励
金
な
ど
の
条

例
を
鴨
川
で
作
る
べ
き
と
考
え

る
が
。 

答 

鴨
川
市
で
も
固
定
資
産
税

優
遇
や
奨
励
金
の
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
雇
用
促
進
奨
励
金
が

無
い
の
で
今
後
検
討
を
進
め
ま

す
。 

問
農
産
物
６
次
化
に
特
に
必
要

な
の
は1

次
加
工
場
で
あ
る
が
、

県
単
の
予
算
以
外
に
、
農
水
か
ら

の
予
算
や
、
市
独
自
で
の
予
算
付

け
な
ど
に
つ
い
て 

答 

市
内
女
性
グ
ル
ー
プ
を
中

心
に
、
既
に
加
工
施
設
が
あ
り

、
生
産
・
加
工
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
、
今

後
も
活
動
内
容
を
見
極
め
、
支

援
し
て
行
き
た
い
。
農
林
水
産

省
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
六
次

産
業
化
推
進
整
備
事
業
が
あ
り

、
六
次
産
業
化
法
等
に
よ
り
認

定
を
受
け
た
農
林
漁
業
者
等
に

限
定
し
、
必
要
な
機
械
や
施
設

の
整
備
に
対
し
、
二
分
の
一
以

内
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
農
業

改
良
資
金
と
し
て
無
利
子
資
金

の
特
例
や
、
新
商
品
の
開
発
や

販
路
拡
大
の
取
組
に
対
し
て
も

補
助
が
受
け
ら
れ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
市
独
自
の
補
助
に

つ
き
ま
し
て
は
必
要
に
応
じ
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

有
害
鳥
獣
対
策
の
有
効
な
方
法

論
と
費
用
負
担
軽
減
に
つ
い
て 

問 

有
害
鳥
獣
対
策
も
市
を
挙

げ
て
行
う
べ
き
だ
が 

答 

鴨
川
、
天
津
小
湊
猟
友
会

を
中
心
と
す
る
関
係
団
体
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
「
鴨
川
市
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
」
に
、
駆
除

の
委
託
を
し
て
い
る
。
個
人
で

の
対
応
よ
り
地
域
全
体
で
の
取

組
が
よ
り
効
果
的
で
、
集
落
周

辺
の
草
刈
り
、
間
伐
な
ど
の
環

境
の
整
備
や
電
気
柵
の
設
置
な

ど
、
集
落
全
体
で
有
害
鳥
獣
か

ら
農
地
を
守
る
体
制
づ
く
り
が

、
今
後
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
国
の
交
付
金

を
利
用
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
用
箱

わ
な
二
十
基
の
購
入
予
定
で
す

。 問 

電
気
柵
設
置
の
有
効
性
に

つ
い
て
。 

答 

県
単
独
事
業
で
補
助
率
の

、
県
三
分
の
二
、
市
六
分
の
一

、
設
置
者
六
分
の
一
を
活
用
し

、
総
延
長
一
万
一
千
メ
ー
ト
ル

、
補
助
事
業
費
千
五
百
四
万
円

で
実
施
。
問
題
点
は
電
気
柵
に

草
や
つ
る
が
絡
ま
っ
た
り
す
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
放
電
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
の
で
周
知
し
て

い
き
た
い
。 

思
い
や
り
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の

営
業
用
建
築
物
へ
の
利
用
拡
大 

問 

自
営
業
者
等
支
援
の
た
め

に
自
宅
だ
け
で
な
く
店
舗
・
工

場
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
支
援

が
あ
れ
ば
地
域
振
興
に
役
立
つ

は
ず
で
あ
る
が
そ
の
考
え
は
な

い
か
。 

答 

原
資
が
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
と
い
う
理
念
・
性
質

上
、
営
業
用
建
築
物
の
リ
フ
ォ

ー
ム
を
当
て
は
め
る
の
は
困
難

で
す
。
市
独
自
の
予
算
付
け
も

考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

市
長
へ
の
提
言 

税
収
の
減
収

は
避
け
ら
れ
な
い
今
後
、
市
が
お

金
を
稼
ぐ
か
が
生
命
線
で
あ
る
。

鴨
川
に
は
全
国
有
数
の
事
業
者

が
多
い
う
え
、
医
療
が
全
国
一
安

心
な
都
市
。
一
致
団
結
し
た
機

能
だ
っ
た
戦
略
を
立
て
る
べ
き
で

あ
る
。
市
は
ハ
コ
も
の
を
一
生

懸
命
作
る
の
で
は
な
く
、
産
業

振
興
と
防
災
対
策
を
一
生
懸
命

や
る
。
ハ
コ
も
の
の
方
は
民
意

を
十
分
に
く
み
取
っ
て
か
ら
作

る
。
と
い
う
む
し
ろ
今
や
っ
て

い
る
こ
と
と
反
対
の
方
向
に
行

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。 
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